
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

　コロナの５類移行後も院内感染発生時等の状況は変わらず、経
営の健全性の面でも触れたとおり、医師不足や診療離れ等の影響
もあって、病床利用率は伸び悩んでおり、入院収益回復の鈍化に
つながっている。一方で、費用面の伸びは、物価・委託費・人件
費において著しく、経営を圧迫しており、社会情勢から今後もこ
の傾向が続くものと見られ、苦しい経営が続くと予想される。
　また、医業収益の要である常勤医師の確保は、最重要課題であ
るため、和歌山県立医科大学等との連携をさらに深め、定着化を
目指す。
　大型医療機器については、今後数年間で更新のピークを迎える
が、町の財政支援を仰ぎつつ、適切に更新を行い、医療提供体制
の維持・充実に努める。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　収益面では、医師不足や、人口減少、コロナ５類移行による診
療離れ等の影響もあり、病床利用率が伸び悩み、前年度比で減と
なり収益減少となった。
　一方で費用面では、直近の診療報酬改定を上回る物価高騰・給
与改定の影響により経常収支比率や職員給与比対医業収益比率・
材料費対医業収益比率などの指数が軒並み悪化となった。
　以上より、今年度は前年度を上回る赤字計上となり、結果、累
積欠損金比率を高める結果となった。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 　新病院を開設した平成30年度を機に、減価償却に係る各指標は
改善し、上昇に転じている。医療機器については電子カルテシス
テムを更新したことにより、今年度の償却率は前年度比で低下し
ている。

R06 R02 R03 R04

12.5 13.6 16.0 15.0 15.770.8 当該値

平均値 65.8 65.0 63.3 64.7 67.9平均値 77.1 78.6 78.1 77.5 76.0平均値 80.7 82.2 81.7 81.0 79.7平均値 100.6 105.9 104.3 96.3 93.0

当該値 90.6 81.2 81.6 85.8 84.6当該値 83.7 77.6 82.9 82.3 78.679.6 84.8 84.2 80.6当該値 103.7 107.8 105.3 96.9 90.6

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、新宮保健医療圏の拠点病院である新宮市立医療セン
ターの連携病院として、救急医療を提供できる診療体制を維持し
ている。特に、急性期以降のステージを受け持つリハビリテー
ション拠点病院である。
　また、県の災害支援病院に指定されており、災害拠点病院を支
援する機能を担っている。
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経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

13,468 9,261 第２種該当 - １０：１ 120

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 7 - ド 透 訓 救 - - 120 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 120 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
和歌山県那智勝浦町　温泉病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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